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ほげちゃん 
 

やぎ たみこ 文・絵 

偕成社 

 

 小さな「ゆうちゃん」が、おじ

さんからもらったぬいぐるみ。

きっと、これがいわゆる「きもか

わいい」なのでしょう。ついた名

前は「ほげちゃん」です。ほげち

ゃんが気にいったゆうちゃんは

いつも一緒、でもたまに大切

にしてあげないと、ぬいぐるみだ

って怒ってしまいますよ。         

ハグくまさん 
 

ニコラス・オールドランド 作 

落合 恵子 訳 

クレヨンハウス 

 

 森に住む、「誰かに会うと

必ず抱きしめてしまう」という不

思議なクマさんのお話です。

大小さまざまな、おいしそうな

動物も抱きしめます。なかで

も一番好きなのは森の木を

抱きしめること。もし人間が、

この大好きな木を切ろうとした

ら、クマさんはどうするのでしょ

うか？           

新着図書 
 

・蜩ノ記 葉室麟 著 

・下山の思想 五木寛之 著 

・炎路を行く者 上橋菜穂子 著 

ほか 


